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第 58 期 中央代議員会を開催しました 
 

 第 58 期中央代議員会を、5 月 26 日（土）に松本キャンパスで開催しました。第 57 期の活

動報告があり、主なものは次の通りです。 

 

１. 非常勤職員の無期雇用転換制度 

平成 30年 4月 1 にから始まる無期雇用転換申請に関する勉強会を 3 つのキャンパスで開

催し、多くの参加者があった。 

２. 入試手当と代わりの休日 

大学入試センターから配分される監督者経費が適切に監督者に手当として支払われてい

ることを確認した。代休については、部局により対応が異なり、不適切な部局があった。 

３. 団体交渉 

(ア) 人事院勧告 

概ね人事院勧告どおりの給与改定が行われたが、若年層の昇給抑制の回復について、

人事院勧告と異なる対応を行った。 

(イ) 退職手当減額 

国家公務員と同様の退職金減額が法人から提案され、平成 30 年 4 月 1 日以降の退職

者に適用されることになった。 

４. 組合費および支部運営費についての規定の改正 

以下の規定改正を行った。 

(ア) 組合費納入方法に「チェックオフ」を追加 

(イ) 組合費の複数月一括納入を追加 

(ウ) 組合費の変更 

 

 第 57 期の取り組みを引き継ぎ、第 58 期では以下の事項について取り組んでゆきます。 

１. 非常勤職員の労働環境改善 

２. 入試などに伴う休日勤務の代わりの休日 

３. チェックオフ 

４. 養育を必要とする子供のいる職員に対する勤務制度 

５. 産前休暇 

６. 労働協約について 

７. 地域手当 

８. 松本キャンパスの組合支部について 
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中央執行委員長就任挨拶 
 

第 58 期信州大学教職員組合 中央執行委員長 

農学部 植木達人 

 

 私たちはこの信州大学で汗を流しながら働き、教育や研究を通じて地域や国の発展になに

がしかの貢献をしています。まさにひとり一人が信州大学の推進力であり、大切な一員です

から、やり甲斐を持って、誇りを持って働きたい、そう思うのは当然のことです。しかし、

この大学の働く環境や待遇はどうでしょう。果たして、やり甲斐や誇りを持てる職場でしょ

うか。 

 教育・研究費の配分額は下がり続け、もはや自腹を切るかぁ。仕事が終わらず心身ともに、

あ～限界。その上、低賃金でサービス労働も常態化。非常勤職員の悲哀も増幅し、隣の人は

何する人ぞ～（孤立化・疎外化）。とうとう大学もブラック○○の仲間入り？ 

 大学は大きな組織です。私たちの働く条件や待遇の改善は、一人の力ではほとんど解決で

きません。あまりにも大きな力を持っている大学当局に対して非力すぎます。しかし長い長

い働く者による闘いの歴史は、ついに公的な権利を与えました。日本国憲法は働く人の権利

を保障してます。そして労働組合法は強い権力に対して対等・平等に交渉できる組合を認め、

働く人を守ります。労働関係調整法は働く人が職場環境を良くしたい、そのための行動を保

障します。しかし、こうした働く人の権利を活かすには、より大きな集まりであることが重

要です。 

 信州大学教職員組合は、もちろん組合員のための組織です。しかし、働く者全員を支援し、

誰もがやり甲斐と誇りをもてる職場にすることを目指すのが組合の哲学です。より多くの力

を得るために、この第 58 期中央執行委員会は奮闘努力する覚悟です。どうかひとり一人の組

合員の支援と協力を切に願うものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


